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4. 本論文の構成  
 



















第 2 章 フィールドの概要と調査方法 
1. 本章の目的 
2. 調査概要 
2.1. X 幼稚園での調査概要 
2.2. Y 小学校での調査概要 
3. 調査対象フィールドのエスノグラフィー的記述 














































3.  データの概要と「朝の会」での「非お説教場面」 
4. 分析：「お説教」の協働的組織の記述 
4.1. 教師の問いかけに対する優先的応答：「お説教」の開始 
4.2.  問題の定式化によるカテゴリー化：「お説教」の展開 







































 以上の準備作業を踏まえて，第 4 章から第 6 章では，幼稚園に特徴的な活動に着目して，入園まもな
い園児と保育者の相互行為の組織がどのようになされているのかを記述する。 





























 第 7 章では，小学校 6 年生の教室で起こった「お説教」場面の分析を行った。第 6 章まで観察を行っ
てきた幼稚園年少児からみると，小学 6 年生は学校的な振る舞いの規則を十分身につけた存在として捉
えられる。しかし，その児童としての姿は決して一枚岩なものではない。児童たちは，「お説教」を受
けるにあたり，教師の発話に対する反応を学級全体で協働産出しながら，その活動の展開に即しながら，
「お説教を従順にうける児童」としての姿，「教師と親密な児童」としての姿を観察可能にしていた。
こうした観察から，児童としての振る舞いの規則は，決して自動機械的に作動するものではなく，その
都度のローカルな活動のなかに埋め込まれる形で作動するものであり，それぞれの活動において，「児
童」というカテゴリーが常に複層性を帯びたものとして提示されることが示唆された。 
 以上の知見を踏まえ，終章では，本稿の一連の記述が，規範の伝達や規則の提示といった従来的な社
会化論の枠組みでは捉えられい，子どもと大人の相互交渉を通して行われる園児が「なじんでいく」過
程，「段々とできるようになっていく」過程，すなわち「初期学校的社会化過程」であることを論じた。 
